
【 学校教育目標 夢に向かって かがやく子ども 】
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「代表委員会」（２／１０）※誌上開催

県内・近隣の新型コロナの感染状況から、いま学校は警戒レベルを最大級にしております。学年をまたぐ交流を控え、
各学年では（各教室では）感染防止対策の徹底を図ったうえで学習をしております。
そうした状況下であることから、３年生以上の子どもたちが話し合う「代表委員会」も誌上開催に切り替えました。
今回の主な案件は「一年間のふり返り」「６年生ありがとうの会」についてでしたが、その他にも、５年生から全校の
みんなへの提案も準備されていました。これについては、先日校内放送により、５年生から全校に提案がありました。
次のような提案でした。

不自由な状況下、意思決定の仕方にもこれまでと違うやり方が求められる中「それでも児童会活動を動かす」という

力強さを感じます。「（状況はどうあれ）やるべきことはやる」という落ち着き（肝がすわった様子）も感じられます。

今日の授業の様子（２／１７）
いろいろな教育活動が、変更また部分的にできなくなって
おります。 しかし、そのような中でも
子どもたちはしっかりと学習に向かっています。
高梨小学校の子どもたちの 真面目さ や ひたむきさには、
しばしば感心させられます。道理を理解し正しく判断できる
といいましょうか、物事の本質から外れずに考え行動できる
と言いましょうか･･･そうした高い志さえも感じさせられる
ことがあります。
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